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市民アンケート調査結果の概要 

(1) 調査の概要 

① 調査対象者 

● 一般市民 

・平成 23 年 9 月 30 日現在の八代市に居住する満 20 歳以上の市民を対象として、3,000 人を住民

基本台帳から無作為に抽出した。 

② 調査期間：平成 23 年 10 月 25 日（月）～11 月 4日（金) 

③ 回収状況 

 

 

(2) 回答者の属性 

① 基本属性 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配布数 回収数 回収率 

一般市民 3,000 票 1,346 票 44.9％ 

● 年齢 ● 性別 

 ６０歳代,
293, 21%

 ５０歳代,
251, 19%

 ４０歳代,
174, 13%

 ３０歳代,
132, 10%

 ２０歳代,
109, 8%

 ８０歳以
上, 145,

11%

 ７０歳代,
237, 18%

・女性が約 6割、男性が約 4 割であり、
女性の回答者が多い。 

 

・年齢層については、60 歳代が最も多く、
次いで 50歳代、70 歳代となっている。 

・最も少ないのは 20 歳代である。 

 

● 居住地 ● 職業 

主婦・主夫,
205, 15%

農林水産業,
103, 8%

無職, 392,
29%

会社員、公務
員など, 310,

23%

商・工・サービ
ス業等の自

営業、会社役
員, 107, 8%

パートタイ
マー、アルバ
イト, 140, 11%

学生, 11, 1%

その他, 65,
5%

・職業については「無職」が一番多く、
次いで、「会社員・公務員」である。 

・最も少ないのは、「学生」である。 

 

・住まいについては、「鏡校区」が一番多く、
次いで「八千把校区」、「太田郷校区」である。 

・最も少ない校区は「宮地東校区」である。 

 

N=1,342 人 

N=1,333 人 

 男,
595,
44%

 女,
747,
56%

N=1,342 人 

資料２   

84

113

73

139

21

28

4

91

55

97

53

142

33

17

41

25

51

73

146

21

31

0 20 40 60 80 100 120 140 160

 八代校区

 松高校区

 代陽校区

 太田郷校区

 龍峯校区

 宮地校区

 宮地東校区

 麦島校区

 植柳校区

 高田校区

 金剛校区

 八千把校区

 郡築校区

 昭和校区

 日奈久校区

 二見校区

 坂本校区

 千丁校区

 鏡校区

 東陽校区

 泉校区 N=1,338 人 
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(3) 調査結果 

① 現状評価 

  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 暮らしやすさの満足度と重要度 

 

 

 

 

 

1) 住みやすさ 2) 居住意向 

・「非常に住みやすい」と「住みやすい」を合わせると、約 7 割の方が住みやすいと感じている。 
・八代は住みやすいと感じているのは 3分の 2にとどまる。 
 

 

41

29

39

854

368
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 ずっと今いる地域で住みたい

 市内他地域に住みたい

 なんとも言えない

 住み続けたいが転出しなければならない

 転出したい

（人）

・「ずっと今いる地域で住みたい」が最も多く、「市内他地域に住みたい」を合わせると、約 7 割が今後も住み
続けたいと思っている。 

・八代市からの転出意向は弱いが、定住意向も大多数を占めるに至っていない。 
 

 

・満足度は比較的低く、特に低いのは「活気がありにぎわっている」、「魅力的なショッピ
ングや外食の場がる」、「コンサートや演劇などの鑑賞の機会が多い」となっている。 

・八代市で暮らす上での満足度は低く、娯楽の場の充実や活気に不安を感じている。 

・重要度で高くなっているのは、「犯罪が少なく治安がよい」、「歩道の広さや段差解消な
どﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化が進んでいる」、「医療機関が充実している」である。 

・八代市で暮らす上で、安全に対する取り組みへの重要度が高い。 

満足度 重要度 

N=1,334 人 

N=1,331 人 

163 771 332 56 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に 
住みやすい 

住みやすい どちらとも 
言えない 

住みにくい 非常に 
住みにくい 

2.29

1.90

2.29

2.07

2.26

2.17

2.12

2.19

2.34

2.34

2.24

2.11

2.18

2.37

2.14

2.13

2.17

2.15

2.33

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00

(1)海や山、川などの自然が守り保たれている

(2)魅力的なショッピングや外食の場がある

(3)コンサートや演劇などの鑑賞の機会が多い

(4)働きがいのある職場がある

(5)文化施設やスポーツ施設が充実している

(6)子どもの生活環境が整っている

(7)バスや鉄道などの交通の便がよい

(8)道路や駐車場が整備され自動車の移動に便利である

(9)歩道の広さや段差解消などﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化が進んでいる

(10)医療機関が充実している

(11)福祉サービスが充実している

(12)大規模な公園や自然とふれあう場が整備されている

(13)住む人たちの人情が厚い

(14)犯罪が少なく治安がよい

(15)都市と自然が調和し美しい景観が保たれている

(16)静かで落ち着いた雰囲気がある

(17)活気がありにぎわっている

(18)人口が増加し発展の可能性がある

(19)災害に対して安全である

2.05

1.48

1.46

1.76

1.81

2.17

1.87

1.58

1.91

1.91

1.85

2.08

2.16

1.96

2.11

1.40

2.15

2.33

1.88

0.000.501.001.502.002.503.00

満足度が低く、
重要度は高い 

満足度が低く、
重要度は高い 

満足度は低い
が、重要度も低
い 

※評点は「満足度」の回答で「満足」を 1 点、「普通」を 0 点、「不満」を-1 点、
と配点、合計した値をそれぞれ回答人数で加重平均した値である。 

 

※評点は「重要度」の回答で「高」を 1 点、「普通」を 0 点、「低」を-1 点、と配点、
合計した値をそれぞれ回答人数で加重平均した値である。 
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③ 八代市の市政や施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④前期 重点事業の評価 

・特に評価されているのは「循環型社会の形成」「防災の推進」である。 

・一番評価が低いのは「農林水産業の振興」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤限られた財源の中で今後の八代市のまちづくりに特に必要な施策 

● 生活環境の整備について 

・「街灯の設置など防犯事業の推進」、｢災害(地震、風水害)に対する備えの充実｣が特に高い。 
・生活環境の整備については、防犯、防災に関する施策が特に求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 市民福祉の充実について 

・「地域医療・緊急医療体制の強化」、「高齢者福祉サービスや高齢者向け社会福祉施設の充実」が特に高い。 
・市民福祉の充実については、医療、高齢者に関する施策が特に求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政に全
く関心が
ない, 49,

4%

市政にあ
まり関心
がない,

256, 20%

市政に少
しは関心
がある,

755, 58%

市政にと
ても関心
がある,

227, 18%

よく知って
いる, 23,

2%

少し知って
いる, 267,

20%

あまり知ら
ない, 600,

46%

まったく知
らない,

420, 32%

N=1,310 人 
N=1,287 人 

・八代市では「八代市総合計画」のもと、行財
政運営が行われていることの認知度 

・あなたの市政(市の行っている業務)全般につ
いての関心 

N=1,310 人 

243

185

433

170

624

652

163

73

19

0 100 200 300 400 500 600 700

上下水道（簡易水道施設等含む）の整備

地域の景観やまちなみの保全

ごみの減量化や資源のリサイクルの充実

大気汚染・騒音や悪臭など公害対策の強化

災害（地震、風水害）に対する備えの充実

街灯の設置など防犯事業の推進

公園や緑地の整備・充実

市営住宅等の供給

その他

297

91

438

83

730

664

163

72

18

0 100 200 300 400 500 600 700 800

一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりの推進

男女共同参画の推進

子育て支援・延長保育等の事業の推進

母子保健の推進・強化

地域医療・緊急医療体制の強化

高齢者福祉サービスや高齢者向け社会福祉施設の充実

障がい者（児）の社会自立支援

ユニバーサルデザインの推進

その他

0.16

0.05

0.27

0.41

0.21

0.25

0.62

0.26

0.54

0.32

0.15

0.00 0.50 1.00

【企業誘致の推進、八代港の整備促進】

【農林水産業の振興】

【交流拠点の整備】

【交流人口の拡大】

【子育て支援】

【学校教育の充実】

【循環型社会の形成】

【環境保全行動の推進】

【防災の推進】

【洪水・崖崩れなどの防止対策】

【居住環境の整備促進】

「
①

活
力

あ
る

産
業

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
「
②

人
が

集
ま

る
ま

ち
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

「
③

子
ど

も
が

健
や

か
に

育
つ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」

「
④

良
好

な
環

境
を

未
来

に
つ

な
ぐ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
「
⑤

安
全

安
心

な
ま

ち
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

※評点は「評価」の回答で「評価できる」を 2 点、「少し評価できる」を 1点、「わからない」を 0点、「あ

まり評価できない」を-1 点、「評価できない」を-2 点、と配点、合計した値をそれぞれ回答人数で加重平

均した値である。 
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● 商工観光の推進について 

・「雇用対策事業の推進(若年層、中高齢者の雇用対策)」が他の施策に比べて非常に高くなっている。 
・商工観光の推進については、雇用促進が特に求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 農林水産業の振興について 

・「担い手、後継者の育成事業」、「森林や河川、海などの自然環境の保全」が特に高い。 
・農林水産業の振興については、担い手と自然環境の保全が特に求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 交通基盤、通信体系の整備について 

・「生活に密着した道路の整備」が他の施策に比べ特に高くなっている。 
・交通基盤、通信体系の整備については、生活道路の整備が特に求められている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 文化、教育、レクリエーション活動について 

・「音楽や演劇、美術、伝統芸能などの開催の充実」、「学校教育の内容と施設の充実」が特に高い。 
・文化、教育、レクリエーション活動については、教育や娯楽の充実が特に求められている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

415

48

841

302

286

172

204

266

17

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

企業や研究所などの誘致・育成

地元企業の海外進出、外資系企業の誘致

雇用対策事業の推進（若年者、中高齢者の雇用対策）

中心市街地の活性化事業の推進

地域の商店街の振興事業の推進

特産品等を販売する物産館等の整備

各地域の特性をいかした観光ルートづくり、体験交流型観光
の推進

観光地やイベント、行事などの充実や観光情報の発信

その他

217

733

155

322

145

133

445

92

241

24

0 100 200 300 400 500 600 700 800

幹線道路の整備

生活に密着した道路の整備

八代駅周辺の整備

新八代駅周辺の整備

インターネットや携帯電話などの通信環境の整備

八代港の整備促進

バス交通網の整備（運行サービスの充実を含む）

鉄道交通網の運行サービスの充実

サイクリング道路、遊歩道の整備

その他

515

186

206

671

226

197

337

123

16

0 100 200 300 400 500 600 700 800

森林や河川、海などの自然環境の保全

農林水産業のための技術の開発、普及

農林水産業の自立的支援

担い手、後継者の育成事業

農林水産物の流通の促進

農林水産物の情報提供、宣伝活動の推進

地産地消事業の推進

グリーンツーリズム・ブルーツーリズム※の推進

その他

118

417

276

89

206

245

418

170

281

210

19

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

人権同和教育の推進

学校教育の内容と施設の充実

大学などの高等教育機関の充実・誘致

スポーツ団体、指導者の育成

スポーツ大会やレクリエーション活動の開催の充実

スポーツ施設の整備・充実

音楽や演劇、美術、伝統芸能などの開催の充実

文化財の保護と活用

文化・芸術活動団体や地域の伝統文化の保存・継承、後継者育

成

文化施設や生涯学習施設の整備・充実

その他
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● 行財政について 

・「市職員の意識改革、能力開発」、「行政に市民の声が反映される機会(広聴活動)の充実」
が他の施策に比べて高い。 

・行財政については市職員の育成と市民の声の反映が特に求められている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

138

192

499

643

189

192

293

261

25

0 100 200 300 400 500 600 700

友好都市との交流事業の推進

広報誌・ホームページの充実

行政に市民の声が反映される機会（広聴活動）の充実

市職員の意識改革、能力開発

外部委託や指定管理者制度※等の導入と活用

行政評価※の推進

住民の市政参画の促進

歳出の縮減

その他
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⑥平成１７年の合併によって誕生した新八代市の変化 

   ※合併後の転入者は未回答 

 

228

106

108

27

194

94

89

124

76

12

42

148

86

68

104

136

161

69

50

127

112

660

636

552

503

608

549

563

814

852

540

603

612

834

841

751

692

676

664

641

558

738

76

86

68

260

96

143

61

119

85

260

82

196

95

67

53

57

77

49

132

103

124

198

302

403

349

250

345

372

94

129

317

396

183

144

170

229

262

227

355

320

378

196

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

窓口での手続き業務の受けやすさの変化

公共施設の利用機会や利用しやすさの変化

児童福祉や、高齢者福祉サービスの利用しやすさの変化

税金や施設利用料金の変化

行政職員の応対姿勢の変化

合併後に実施された公共事業による変化（道路・施設整備等による生活利便性の変化など）

災害に対する対応状況の変化

日常的な買い物環境の変化

医療施設の利用しやすさの変化

雇用機会の変化

子育て環境の変化

移動のための交通環境の変化

自分の暮らす地域のイメージや注目度の変化

八代市民としての誇りや活動意欲の変化

八代市の対外的なイメージ向上等の変化

文化・スポーツ等での住民相互の交流の変化

広域的なイベントや行事の変化

新たな市民活動の誕生など、地域活動の変化

合併前の地域個性の変化

合併を契機として行財政運営の効率化が進められるなどの市役所の取組み意欲の変化

八代市で暮らしていくことや活動していくことに対する安心感や期待度の変化

(1
) 

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
つ
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て
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市
民

生
活

や
日

常
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な
活

動
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) 
地

域
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つ
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て
(4

) 
地

域
の

連
帯

感
に

つ
い

て

(5
) 

将
来

へ
の

展
望

に
つ

い
て

良くなった 変わらない 悪くなった わかならい

N=1162人

N=1130人

N=1131人

N=1139人

N=1148人

N=1131人

N=1085人

N=1151人

N=1142人

N=1129人

N=1123人

N=1139人

N=1159人

N=1146人

N=1137人

N=1147人

N=1141人

N=1137人

N=1143人

N=1166人

N=1170人

(20%)

(9%)

(10%)

(2%)

(17%)

(8%)

(8%)

(11%)

(7%)

(1%)

(4%)

(13%)

(7%)

(6%)

(9%)

(12%)

(14%)

(6%)

(4%)

(11%)

(10%)

(57%)

(56%)

(49%)

(44%)

(53%)

(49%)

(52%)

(71%)

(75%)

(48%)

(54%)

(54%)

(72%)

(73%)

(66%)

(60%)

(59%)

(58%)

(56%)

(48%)

(63%)

(7%)

(8%)

(6%)

(23%)

(8%)

(13%)

(6%)

(10%)

(7%)

(23%)

(7%)

(17%)

(8%)

(6%)

(5%)

(5%)

(7%)

(4%)

(12%)

(9%)

(11%)

(17%)

(27%)

(36%)

(31%)

(22%)

(31%)
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・良くなったという回答は、順に「窓口での手続き業務の受けやすさの変化(20%)」、「行政職員の応対姿勢の変化(17%)、「広域的なイベントや行

事の変化(14%)」、「移動のための交通環境の変化(13%)」、「文化・スポーツ等での住民相互の交流の変化(12%)」である。 

・悪くなったという回答は、順に「税金や施設利用料金の変化(23%)」、「雇用機会の変化(23%)」、「移動のための交通環境の変化(17%)」、「合併後

に実施された公共事業による変化(13%)」、「合併前の地域個性の変化(12%)」である。 


